





































































































































































































































































































































































































































 （20） 町野朔「精神医療における自由と強制」大谷ほか編・前掲注（2）41頁以下参照。 

















 （26） 大谷・前掲注（2）93頁。 
 （27） 佐伯千仭「法律家から見た精神衛生法の諸問題」同『刑法改正の総括的批判』（日本評論社、1975年）235頁、
町野朔「精神衛生法をめぐって　2」法と精神医療創刊号72頁。 


























































 （49） 丸山雅夫『少年法講義［第3版］』（成文堂、2016年）2頁以下、92頁以下参照。 
 （50） 同様の提言として、山本輝之「医療保護入院の要件と精神障害者の権利擁護」公衆衛生80巻11号（2016年）
828頁。さらに、日本精神保健福祉協会「新たな入院制度に関する本協会の見解」（2012年10月29日〈http://
www.japsw.or.jp/ugoki/yobo/2012.html#9〉）、日本精神神経学会「精神保健福祉法改正に関する学会見解」（2017
年3月18日〈https://www.jspn.or.jp/uploads/uploads/files/activity/seishinhokenhukusi_170318.pdf〉）。［ともに2020
年11月30日確認］ 
 （51） 福岡県弁護士会ウェブページ「病院から退院したい！（精神保健当番弁護士相談）」（https://www.fben.jp/
whats/seisinhoken.htm）。［2020年11月30日確認］ 
